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　はじめに

テンジクダイ科 Jaydia 属は背鰭条数が VII-I, 9

であること，臀鰭条数が II, 8 であること，前鰓

蓋骨後縁は弱い鋸歯状であること，側線は完全で

あること，両顎に大きな犬歯状歯がないこと，腸

に発光器官を有すること，尾鰭は円形もしくは截

形であることなどの特徴をもつ（Gon, 1996；林，

2004, 2013；Mabuchi et al., 2014）．日本からはシ

ロヘリテンジクダイ Jaydia albomarginatus (Smith 

and Radcliffe, 1912)， マ ト イ シ モ チ J. carinatus 

(Cuvier, 1828)，テンジクダイ J. lineatus (Temminck 

and Schlegel, 1843) お よ び ツ マ グ ロ イ シ モ チ J. 

truncata (Bleeker, 1854) の 4 種が知られる（Gon, 

1996；林，2013）．シロヘリテンジクダイは，こ

れまで国内において，沖縄県西表島からのみ記録

されていた（林，2004, 2013）．

2004 年 10 月 19 日に鹿児島県奄美大島の瀬戸

内町阿鉄でシロヘリテンジクダイが 1 個体採集さ

れた．本標本は鹿児島県ならびに奄美群島におけ

る本種の標本に基づく初めての記録であるととも

に，分布の北限更新となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はRandall et al. (1990)にしたがっ

た．標準体長は本文中では体長と表記した．計測

はデジタルノギスを用いて 0.1 mm の精度で行い，

計測値は体長に対する百分率で示した．鰓耙数は

左体側の第 1 鰓弓の鰓耙を計数した．ツマグロイ

シモチの学名は Gon (1996) にしたがった．本報

告に用いた標本は横須賀市自然・人文博物館に保

管されている．本報告中で用いられている研究機

関略号は以下の通り：KPM（神奈川県立生命の星・

地球博物館）；YCM（横須賀市自然・人文博物館）；

ZUMT（東京大学総合研究博物館）．

　結果と考察

Jaydia albomarginatus (Smith and Radcliffe, 1912)

シロヘリテンジクダイ　（Figs. 1–2）

標本　1 個体：YCM-P 42468, 体長 52.3 mm，鹿

児 島 県 大 島 郡 瀬 戸 内 町 阿 鉄（28°11′18″N, 

129°17′17″E），タモ網，水深 15 m，2004 年 10 月

19 日，萩原清司．

記載　背鰭条数 VII-I, 9；臀鰭条数 II, 8；胸鰭

条数 16；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 24；側線

上方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背鰭

前方鱗数 5；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数 4 + 11 = 

15；櫛歯状に発達した鰓耙数 2 + 9 = 11．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 36.5；体幅 16.3；頭長 42.8；眼径 11.9；吻長

9.9； 両 眼 間 隔（ 骨 質 部 で 測 定 ）8.8； 上 顎 長

20.5；尾柄長 22.4；尾柄高 17.4；背鰭前長 43.4；

第 1 背鰭第 1 棘条長 2.3；第 1 背鰭第 2 棘条長 6.9；

第 1 背鰭第 3 棘条長 14.7；第 1 背鰭第 4 棘条長

16.3；第 2 背鰭棘条長 14.0；第 2 背鰭最長軟条長

奄美大島から得られたシロヘリテンジクダイ Jaydia albomarginatus
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25.6；臀鰭前長 64.6；臀鰭第 1 棘条長 2.5；臀鰭

第 2 棘条長 12.8；臀鰭最長軟条長 23.9；尾鰭長

27.7；胸鰭長 26.6；腹鰭前長 41.5；腹鰭棘条長

14.3；腹鰭最長軟条長 22.6．

体は長楕円形で側扁する．第 1 背鰭起部で体

高が最も高い．吻は突出する．口はやや大きく，

口裂はわずかに斜位．主上顎骨後縁は瞳孔後端を

越える．前鼻孔は短い鼻管を形成し，吻端近くに

位置する．後鼻孔は鼻管を形成せず，前鼻孔の斜

め上後方，眼窩付近に位置する．上顎骨歯は微小

な円錐歯が不規則に並び歯帯を形成する．下顎前

方では 5–7 列の小円錐歯が歯帯を形成する．鋤骨

は 1–3 列の円錐歯を有する．口蓋骨には 3 列の小

円錐歯がある．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状である．第

1 背鰭起部は第 3 側線鱗の直上にある．第 2 背鰭

起部は第 9 側線鱗の直上にある．臀鰭起部は第

10 側線鱗の直下にある．胸鰭起部は第 2 側線鱗

の直下にあり，その先端は臀鰭起部上を越える．

Fig. 1. Fresh specimen of Jaydia albomarginatus. YCM-P 42468, 52.3 mm SL, Atetsu, Amami-oshima island, Kagoshima, southern Japan. 
Photo by K. Hagiwara.

Fig. 2. Preserved specimen of Jaydia albomarginatus. YCM-P 42468, 52.3 mm SL, Atetsu, Amami-oshima island, Kagoshima, southern 
Japan.
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腹鰭起部は第 1 側線鱗の直下にあり，その先端は

臀鰭基底の始部に達しない．尾鰭は截形で，中央

がわずかに湾入する．側線鱗列は完全で，鰓孔上

端直上部から尾鰭基部まで連続する．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体全体は暗柴色で，鰓

蓋から腹部の体側下方にかけては銀白色を呈す

る．背鰭および尾鰭は黒みを帯びる．第 1 背鰭第

3 棘から第 5 棘間の鰭膜に黒色素胞が密に分布す

る．第 2 背鰭の基底上方に黒色素胞がやや密に分

布し，線のようにみえる．胸鰭，腹鰭および臀鰭

は透明．腹鰭棘から腹鰭第 1 軟条，臀鰭第 1 棘か

ら第 2 棘は白色を呈する．尾鰭下葉縁辺は白色を

呈する．

固定標本の色彩 ― 体全体は淡黄色．吻端と下

顎に黒色素胞がやや密に分布する．背鰭は透明で

あるが，第 1 背鰭第 1 棘の鰭膜基部から第 1 背鰭

第 5 棘の鰭膜先端にかけて黒色を帯びる．第 2 背

鰭は基底付近の鰭膜に黒色素胞が分布する。胸鰭

と臀鰭と腹鰭は透明である．尾鰭は淡黄褐色であ

るが，下縁は白色を呈する． 

分布　本種は日本，海南島，フィリピンのル

ソン島，セブ島およびルバング島，インドネシア

のロンボク島とフロレス島から報告されている

（林，2004, 2013）．国内では，奄美大島（本研究）

および西表島（林，2004, 2013）から記録がある．

備考　Jaydia 属はテンジクダイ科テンジクダイ

属 Apogon の 亜 属 と し て 扱 わ れ て い た（Gon, 

1996）が，近年の研究により属として使用されて

いる（Allen and Erdmann, 2012; Mabuchi et al., 2014）．

本研究は Mabuchi et al. (2014) にしたがい本種の

属を Jaydia として扱った．

奄美大島から得られた本標本は，体側に横帯

がないこと，第 2 背鰭に 1 黒色斑がないこと，尾

鰭は截形でその下縁部は白色であることなどが林

（2004, 2013）の報告した Jaydia albomarginatus の

標徴とよく一致したため，本種と同定された．

林（2004）は西表島から得られた 2 個体（KPM-

NI 5561, ZUMT 58446）に基づき，本種を日本初

記録として報告するとともに，標準和名シロヘリ

テンジクダイを提唱した．その後，本種に関する

追加報告はなく，林（2013）は国内の分布を西表

島のみとした．したがって，奄美大島から採集さ

れたシロヘリテンジクダイは，鹿児島県ならびに

奄美群島からの本種の標本に基づく初めての記録

となると同時に本種の分布の北限記録となる．

生息環境　奄美大島産シロヘリテンジクダイ

が採集された環境は，シルト質の泥が堆積する内

湾である．これは林（2004）が報告した本種の生

息環境と似ている．奄美大島産の標本は，オナガ

ウツボ Evenchelys macrurus (Bleeker, 1854) によっ

てつくられたと思われる直径約 18 cm の巣穴（長

さ推定 2 m で一方から水を送るともう一方から泥

が舞い上がる）から採集された．さらに，同時に

ツマグロイシモチ 1 個体が採集された．巣穴の周

辺 環 境 に は オ ナ ガ ウ ツ ボ と オ ニ サ ル ハ ゼ

Oxyurichthys papuensis (Valenciennes, 1837) が生息

していた．
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